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１. 事業所名 野中建設　株式会社

代表者 代表取締役　　野中　正博

２. 所在地 〒849-1201　　　佐賀県杵島郡白石町大字牛屋3466

３. 環境管理責任者 野中　慎吾

連絡先担当者 野中　慎吾

連絡先 TEL　0954-65-3052　　　　　FAX　0954-65-3070

E－ｍａｉｌ　　nonaka_kensetu@tkcnet.ne.jp

４. 認証・登録範囲 土木工事業 ・ 水道施設工事業 ・ とび・土工工事業 ・

（事業内容） 舗装工事業 ・ 鋼構造物工事業 ・ 管工事業・建築工事業

解体工事業

5. 建設業の許可

１） 許可番号　　　　  ： 佐賀県知事　許可（特-1） 第1395号

許可の有効期限 ： 令和元年12月3日 ～ 令和6年12月2日まで

建設業の種類　　： 土木工事業、水道施設工事業、とび・土工工事業

　　　　　　　　　　　　 舗装工事業、鋼構造物工事業、解体工事業

2） 許可番号　　　　  ： 佐賀県知事　許可（般-1） 第1395号

許可の有効期限 ： 令和元年12月3日 ～ 令和6年12月2日まで

建設業の種類　　： 管工事業、建築工事業

6. 取り組み活動 全組織、全活動

7. 事業年度 7月1日 ～ 翌6月30日

8. 事業規模

2020年度 2021年度 2022年度

2020．7月
～2021.6月

2021．7月
～2022.6月

2022．7月
～2023.6月

件 65 67 63

百万円 344 287 292

人 15 15 14

ｍ
2 78 78 78

ｍ
2 190 190 190

ｍ
2 2000 2000 2000

事務所床面積

倉庫床面積

資機材置場面積

１.　組 織 の 概 要

工事等件数

売上高

従業員

活動規模 単位



　当社は、土木・建設業を主な事業とし、その総ての事業活動について、地域性及び環境へ

の関連を考慮し、自然環境との調和及び環境負荷の低減に取り組み、環境保全活動を継続的

に改善します。

１． 　環境関連法令規制とその他要求事項を遵守します。

２． 　次の事項を、環境への負荷を軽減するために実施します。

　　①  環境に配慮した施工（事故の防止、手戻りの防止、創意工夫等）

　　②　使用エネルギーの低減による二酸化炭素排出量の削減　

　　③　廃棄物排出量の削減及び分別による再利用の推進

　　④　節水

　　⑤　グリーン購入（再生資源を含む）の推進

　　⑥　ボランティア活動の推進

３． 　この環境方針は、全社員へ周知徹底し、環境保全に関する意識を高め、社内外における

環境保全状況の知識・認識の向上を図ります。

制定日　平成　21 年　11月　1日

改定日　令和　元 年　 1月   1日

野 中 建 設　　株式会社

　　　代表取締役　　　

２.　環 境 経 営 方 針

基 　本　 理　 念

環　境　保　全　の　行　動　指　針



◎役割分担表

野 中 慎 吾
専務取締役
環境管理責任者

環境管理責任者として、環境経営システムを構築・運用しその状況を
把握する

現 場 工務部
現場においては現場代理人が電力、水、油の消費量の管理と廃棄
物量の排出量管理を行う

野 中 友 子 総務部
事務所における電力、水、油の消費量の管理と廃棄物量の排出量
管理を行う

稲富靖次郎 工務部
現場における環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況の
把握と改善を行う

現 場 作 業 部 門

6　　名

野 中 正 博 代表取締役
全体統括、環境方針の設定と環境への取組を実施するための資源
の準備、及び全体の評価と見直し

氏 名 所 属 役 割 ・ 責 任 ・ 権 限

総 務 部

３．　実　施　体　制

代 表 取 締 役

野　中　正　博

専 務 取 締 役

野　中　慎　吾

工　　務　　部

　稲富 靖次郎　　　喜多 浩一

　亀井 俊宏　　　　原　 直之

　川崎 憲一　　　　川崎 杉也

野　中　友　子

環境管理責任者



４．環境経営目標とその実績

４－１　環境経営目標（事務所）

４－２　環境経営目標の達成状況（事務所）

[ 注 ]　購入電力の実排出係数は、0.319（九州電力㈱平成30年度）を用いています。
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４－３　環境経営目標 （建設現場）

４－４　環境経営目標の達成状況 （建設現場）

[ 注 ]　購入電力の実排出係数は、0.319（九州電力㈱平成30年度）を用いています。

Ｒ5年

基準年の6％削
減

環境に配慮した施工（事故の防
止、手戻りの防止等）

100.0

項　　目 単位

環境に配慮した施工（事故の防止、手
戻りの防止等）
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灯油 100.00

73.28
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建設現場では、現場条件、施工状況等により、一様ではない。
そのため、
①環境に配慮した施工（事故の防止、手戻りの防止等）
②二酸化炭素排出量の削減。③廃棄物のリサイクル化の徹底。
④グリーン製品（再生資源を含む）の購入。ボランティア活動。等を環境目標として設定する。
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％ 100% 100%
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Ｌ
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※ガソリン使用量の未達成は、現場が遠方だったことと思われる。
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ＣＯ２

ＣＯ２

100%

100.0

3回以上
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182

7,516

3回以上



５．環境経営計画の内容

（事業所）

1) 二酸化炭素排出量の削減

① 無駄な電気を消す

② エアコンの温度を夏場は26℃、冬場の温度は22℃に設定する。

③ タイヤ空気圧の調整

④ エコドライブの実行

⑤ 車両の点検・整備

2) 廃棄物排出量の削減

① コピー用紙の裏紙利用促進

② データ通信（紙情報通信の抑制）の活用

③ ゴミ分別の徹底

3) 水使用量の削減

① 節水活動の推進

4) グリーン購入

① 事務所内で使用する照明器具、事務機

器等の購入の際はエネルギー効率のよ

いものを購入する。

５) ボランティア活動の実施

① 草刈り・道路清掃を行う。

② カーブミラー清掃

③ 献血の協力



（ 現  場 ）

1) 環境に配慮した施工

（事故の防止、手戻りの防止、創意工夫等）

① 事故ゼロ（危険予知活動、安全パトロール）

② 手戻りゼロ（作業前のミーティング、打ち合わせの徹底）

③ 創意工夫（コンクリート管理、土工管理等）

２) 二酸化炭素排出量の削減

① 無駄な電機は消す

② アイドリングストップの実施

③ タイヤ空気圧の調整

④  エコドライブの実行

⑤ 車両の点検・整備

⑥ 重機・ダンプの空ふかしはしない

３) 廃棄物のリサイクル化の促進

① 分別及び適正処理を徹底する

② マニフェストの管理を徹底する

③ 廃棄物排出の低減を図る

④ 環境教育を実施する

４) グリーン購入

① 現場で使用する製品等の購入の際は、

できる限り環境への負荷が少ない

ものを購入する。

② 再生資源を購入する。

５) ボランティア活動を実施

① 道路・河川・公園等の清掃活動を行う

② 不法投棄抑制のためのパトロール



６．１　 環境経営計画の取組結果の評価

①　事業所

取組計画 責任者 取組 評　　　　　価

二酸化炭素排出量の削減 野中友 〇
無駄な電気を消した。
夏場のエアコンは28℃、冬場の温度は22℃にした。

廃棄物排出量の削減 野中友
電子化の促進を行った。
紙での提出案件があった。

水使用量の削減 野中友 ○ 節水に対する意識は高い。

グリーン購入
（再生資源を含む）

野中友 ○
事務所内で使用するファイル、コピー用紙等備品の、
エコ商品の購入を行った。

ボランティア活動 野中友 ○
会社付近の草刈り及び幼稚園の砂入替、献血、を
行った。
不法投棄のﾊﾟﾄﾛｰﾙも、毎月行っている。

２　現 場 

取組計画 責任者 達成状況 評　　　　　価

環境に配慮した施工
（事故の防止、手戻りの防止等）

〇 適切な施工管理を実施した結果、手戻りは無かった。

二酸化炭素排出量の削減

無駄な電気は消しました。
重機・ダンプの空ふかしは行いませんでした。
遠くの現場ではダンプ等は現場事務所に駐車し置い
て帰り翌日は相乗りで現場に向かった。
大型重機の稼働が高かった。

コンクリート殻のリサイクル化 ○

アスファルト殻のリサイクル化 ○

グリーン購入
（再生資源を含む）

○

現場で使用する再生砕石及び再生As合材の購入を
行った。
又、ファイル等の事務用品等もエコ商品を使用してい
る。

ボランティア活動 ○
現場周辺の、道路及び河川清掃、草刈りを行った。
地元とのコミュニケーションもスムーズであった。
各現場で定着してきている。

６．２　次年度の取組内容

平成２９年度を基準とした目標設定を行いより一層削減を継続し実施する。

工事現場から発生したコンクリート塊、アスファルト殻
のリサイクル化は１００％達成できたことは、建設系廃
棄物マニュフェストにより確認できた。
又、佐賀県への産業廃棄物管理票交付等状況報告
書との整合性の確認を行った。

野中 慎

野中 慎

野中 慎

野中 慎

野中 慎

野中 慎



７．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

適用される環境関連法規の違反等の指摘は、ありませんでした。

また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

８．経営者の評価と見直しと指示

１）評価

１．　環境に配慮した施工（事故ゼロ・手戻りゼロ）を行った。

２．　節電、節水、エコドライブの実施は定着している。

３．災害復旧工事による遠方の工事がありガソリン及び軽油の使用量が増加したが

　　相乗りでの通勤をして対応した。

１．　継続して、環境に配慮した施工を行う。

２．　継続して、エコ活動を実施する。

３．　継続して、地域ボランティア活動を実施する。

２）見直し、指示


